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1 　開発の意図

初等教育段階でメディアリテラシーを育成するには，メ
ディアの記号次元とリテラシーの教養次元に焦点を当てた
映像（画像）教育が基本である［ 1 ］（図表 1 ）。

図表 1 　メディアとリテラシーの次元

情報教育

1990年代以降，コンピュータを中核に据えて，情報を一
元的に扱うメディア融合が可能になったことから，映像の

「使い手」としての映像活用能力の育成が重視されるように
なった［2］。2000年以降は，映像活用能力を中核に据えた，
小学校用の映像教育やメディアリテラシー育成のカリキュ
ラムも開発されている。現在，学校現場では映像教育と情
報教育とメディア教育が混在する状態となっている［3］。

学校現場は，今日まで映像リソースに対して常に簡便性
と恒常性を希求してきた。リソースの入手が不便で合った
時代にあっては，映像教育の基本である「受け手」「使い手」

の能力育成は極めて困難であった。そのため，動画に関し
ては，「作り手」としての能力育成からスタートする実践事
例も数多く見られた。動画編集はデジタル化が進んだ今日
においても膨大な時間を必要とするため，かえって実践が
一部の教員に偏り，一般化されない理由にもなっている。
しかし，これらの課題も，デジタルコンテンツの普及とと
もに解消されつつある［4］。

映像教育の基本は，静止画である。今日ではデジタルカ
メラが小学校現場に普及し，グループに一台の使用も可能
になってきている。静止画による「記録」「造形」「伝達」に
関する知的スキルを身につけた上で，動画制作に関するリ
テラシーを育成する方が効果的と思われる。

2 　開発にあたっての留意点

2 − 1 　国語科との整合性
小学校の学習指導要領には，映像理解の発達段階に関す

る記述は見られない。しかし，記号次元では同じである言
語を扱う国語科においては，「話すこと・聞くこと」「書く
こと」「読むこと」の能力目標は，極めて体系的に整理され
ている（図表 2 ）。映像の活用には言語がミックスされる
ことが多いことから，画像リテラシー育成パッケージの開
発においても整合性に留意することとした。

直接，映像や画像の特性を取りあげた唯一の国語科の複
合教材として「アップとルーズで伝える」（光村図書， 4 年
生）がある。学習課題として，“テレビの画面は，わたした
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ちに何を伝えようとしているのでしょうか，目的に合わせ
た伝え方について考えましょう。” が設定されている。アッ
プとルーズが，それぞれ伝えられることと伝えられないこ
とを読みとらせることを意図している。さらに，「選んで
伝える」という補助資料において，テレビにおいても “カ
メラでうつしたシーンの中から，送り手が伝えたい場面を
選んで画面にうつします。” “文書で何かを伝える場合も同
じです。” と解説し， 3 枚の写真（イラスト）で表現する意
義を解説している。しかし，本教材の主眼はあくまでも映
像の伝達特性の言及に留まっている。

図表 2 　小学校国語科における学年別・領域別具体目標

（平成10年度告示，　　は筆者が追加）

2 − 2 　映像教育との整合性
テレビ番組を主教材に据えた映像教育用パッケージにお

いても，映像の処理過程では静止画像を多く用いている（図
表 3 ）［5］。これまでの映像教育カリキュラムでも重視して
きた，「作り手」の『構成力』『創作力』との整合性にも留意
して再考することとした。

図表 3 　動画を主眼とする映像教育カリキュラムの骨子

3 　パッケージ開発

3 − 1 　写真集の分析
写真集（社団法人日本写真協会，2006年度版）は，29頁

からなり，以下の 4 つ章で構成されている。①写真を写し
てみよう。②こんな撮り方があるよ。③写真ってどうやっ
てできるのかな。④こんな写真が撮られてきた（写真 1 −
1 ・ 2 ）。

能力目標の抽出にあたっては，写真集①②のみを対象と
した（③はカメラの構造特性，④は映像史を取り扱ってい
ることから，初等教育レベルでは必ずしも必要な知識とは
いえず，解説もかなり高度である。）。各ページの写真・構
成や見出し，活動支援情報を抽出して（写真 1 − 1 ・ 2 ，
図表 4 − 1 ・ 2 ），能力目標を取り出し，ワークブックと
して再編することとした。

写真 1 − 1 　写真集（社団法人日本写真協会）①章

（許可を得て，2006年度版より一部抜粋）

写真 1 − 2 　写真集（社団法人日本写真協会）②章

（許可を得て，2006年度版より一部抜粋）
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図表 4 − 1 　①章の活動支援テキスト情報

図表 4 − 2 　②章の活動支援テキスト情報

3 − 2 　能力目標の抽出と領域設定
写真の特性とテキスト情報をもとに，小学校高学年児童

に焦点を当てた能力目標を設定し，3 つの分野に分類した。
（下線は重要行動目標）。
A　＜ 記 録 ＞
A-1 動いている人物を撮り，何を捉えたかったか説明で

きる。
A-2 驚いている顔，笑っている顔，怒っている顔を見つ

けて撮ることができる。
A-3 身のまわりにある被写体を「近くから」「遠くから」

撮り，発見したことや感じ方の違いが指摘できる。
A-4 もっと工夫すればよかったことが指摘できる。
A-5 撮影した写真の中から，気に入った写真を選択し，

選んだ理由を説明することができる。
B　＜ 造 形 ＞
B-1 興味を持ったものを撮り，伝えたいことが伝わるか

説明できる。
B-2 角度を変えて（正面から，上から，斜めから，後ろ

から）撮影し，気づいたこと，感じ方の近いが言える。
B-3 同じ被写体を「近くから」「遠くから」撮り，発見し

たことや感じ方の違いが指摘できる。
B-4 広角で撮った場合と望遠で撮った場合の違いが指摘

できる。
B-5 手前にピントを合わせて撮った場合と後ろにピント

を合わせて撮った場合の違いが指摘できる。
B-6 接写して撮って写真から発見したことが言える。
B-7 はやく動いているものを撮った写真から発見したこ

とが言える。
C　＜ 伝 達 ＞
C-1 被写体を特定してスリーショット（アップ，近景，

遠景）でテーマを主張することができる。
C-2 テーマに即して，撮りたいものをスケッチできる。
C-3 写真でストーリーが構成できる。
C-4 4 コマでフォトストーリーを制作することができ

る。
C-5 めずらしいもの，美しいもの，変わったものを撮り，

伝えたいことが主張できる。

4 　授業試行

試行授業は，金沢市立米丸小学校サマータイム（ 4 〜 6
年生，21名参加）を活用し，TT方式で 1 コマ40分の授業を
3 回連続（第 1 回「表情をアップで撮ろう」，第 2 回「面
白い形を撮ろう」，第 3 回「伝えたいテーマを撮ろう」）し
て実施した。デジタルカメラ，写真集，ワークブックは各
25セット準備した（写真 1 ）。

写真１　使用したキット

4 − 1 　第一次テーマ「表情をアップで撮ろう 」

A− 2 ・A− 5 のねらいを達成するため，以下の活動を
設定した。

ねらいを確認して，指定の枚数のみ友達の表情を撮影し
た。撮影した写真は全て切り離して，ワークブックに貼り，
表情を言語表現（気持ちを表現）した（写真 2 − 1 ）。その
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際，選択した理由と選択しなかった理由もワークブックに
記録させた（写真 2 − 2 ）。

写真 2 − 1 　第一次の活動の様子

①　目標の確認とカメラの持ち方
②　顔の表情を捉える。
③　ワークブックの補足説明。
④　撮影した写真を全て切り取る。

写真 2 − 2 　選択しなかった理由

最終選考から外れた写真に対しても，その理由を書かせ
ることで，表情の読み取れる写真と第三者に伝わりにくい
写真の特性を一層明らかにさせることができた。また，友

達と見せ合うことで選択した理由をより鮮明にすることが
できた。

4 − 2 　第二次テーマ「面白い形を撮ろう」

B− 3 のねらいを達成するため，以下の活動を設定した。
イメージのわかない児童に対しては，第三者の作品鑑賞が
効果的であった（写真 3 ）。

写真 3 　第二次の児童の作品事例
作品事例　A　　　　　　　作品事例　B

  

4 − 3 　第三次テーマ「伝えたいテーマを撮ろう」

C− 1 のねらいを達成するため，以下の活動を設定した。

伝えたいことを何故「近づいて」「少し離れて」「遠くから」
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撮るかについての意味理解が不十分なため，距離感がつか
めない児童も見られた。そこで，まとめとして伝えるため
に何故，三つのシーンが必要であるかについて，児童の作
品事例をもとに補足説明を行った（写真 4 ）。

写真 4 　児童作品事例と学習のまとめ

（金沢学院短期大学・吉田貞介教授による補足説明）

5 　ワークブックの改定

児童全員のワークブックを分析した結果， 4 − 1 の活動
では，「怒る」「驚く」「楽しい」「うれしい」等の顔の表情を捉
えることは極めて難しく，初期の段階では動作を対象とす
る方が効果的と思われる。 4 − 2 の活動では，撮影者自身
が驚く程，意外性のある作品を制作することができた。4 −
3 の活動では，距離感をつかむことが極めて難しいことが
明らかになった［ 6 ］。

これらのことを踏まえ，能力目標の位置づけを一部変更
し，ワークブックを以下のように全面的に改定した。

A　＜ 記 録 ＞
感情は顔に最も表出されることから，＜人の顔を大写し

で撮ってみよう＞が瞬間を切り取る「記録」の最も基本と

なる。但し，状況設定の演出が難しい中学年においては，
いろいろな動きを撮ることを課題とすることも効果的であ
る。さらに，説明的な記録においては，「アップ」「近景」「遠
景」の情報が必要であることに気付かせることが大切であ
る。そのためには，事例を通して，「アップ」のみの写真と

「遠景」のみの写真から読み取れる情報の質の違いに気付か
せる事前指導が必要である。

B　＜ 造 形 ＞
意外性に気付かせるために，多様な視点で捉えた写真を
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鑑賞させ，そこから気づいたこと・感じたことを意識化さ
せることが大切である。その上で，近づく・遠のく・広角・
望遠を使い分け，意外性から得られた体感・気づきを再確
認させる必要がある。

C　＜ 伝 達 ＞
テーマを設定してから撮影することが基本である。ある

程度の枚数が撮れた段階でフォトストーリーを構成させる。
大筋が決定したら，その中からシンボリックな写真を選

択させる。「起・承・転・結」で構成させるのが基本である

が，「転」のあるストーリーを構成することや「転」にあた
る写真を選択することは極めて難しい。中学年では，スト
ーリーの面白さや明快さを重視したい。
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